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　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学科主任などを務め、多忙の年であった。大阪南高校や天王寺高校、一条高校など、多くの高校に
おいて出張授業を行った。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

6月には、韓国中央大学校日本文学科の教員を迎え、学内外でシンポジウム、上演会を行うことが
できた。また、ハワイ大学において、万葉集の講義及び上演会を行うことができた。朝日新聞及び週
刊新潮に、連載エッセイを収載することができた。

1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学専攻）

博士（文学、文乙第7号）

万葉文化論の方法論の摸索、万葉挽歌の史的研究、折口信夫の方法論の再検討

最終学歴

　【研究上の特記事項】
本年度は、山上憶良の好去好来歌に関わる論考２編を刊行することができた。長歌と反歌の関係を
見直すことで、好去好来歌に対する新解を示し得たと考えている。この他、遊部に対する論考を執
筆することが出来た。

通信教育部担当科目 ・神話伝承論（集中）

学部担当科目

・国文学史Ⅰ（前期）
・国文学史Ⅲ（後期）
・神話伝承論（前期）
・国文学講読（一）（通年）
・演習Ⅰ（一）（通年）
・演習Ⅱ（一）（通年）
・世界遺産学概論Ⅱ（後期）

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

全国大学国語国文学会学大会担当委員、上代文学会理事、万葉学会編輯委員長、日本文学協会
委員（1999-2002、2005～）、民俗芸能学会編集委員、美夫君志会常任理事、古事記学会理事、国
学院大学国文学会委員、日本山岳修験学会評議員、吉野町町長特別参与

万葉文化論

授業においては、四年前に第一回のＦＤ委員会の公開授業を担当することができたが、本年度も批
判を受けた点を踏まえて授業改善を行った。

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・研究演習（六）（通年）
・伝承論演習（通年）

授業科目
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美夫君志会2015年12月
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2015年4月

2015年6月

2015年9月

幻冬舎2015年6月

2015年9月

2016年2月

2016年3月

『文学』第16巻第3号

『国語と国文学』第92巻
第11号

『アスティオン』第83号

ＮＨＫ出版から上梓した単行本の文庫
本。万葉びとの喜怒哀楽について書か
れた啓発書。

万葉集の概要をわかりやすく伝える手帳
として、編集された啓発書。重要な諸項
目について、解説を加えている。

2015年5月

2015年11月

2015年11月

2015年11月

好去好来歌の反歌の解釈について、新
解を述べた論文。紐を解くことの意味す
るものを、宴席との関わりで、考証した。

いわゆる高校で行なう出前授業という講
義形式について、どのような力点で万葉
歌を解説するかを、報告、分析した論
考。

①さりげなく思いやりが伝わる大
和言葉

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

神話、民謡などの外国文学の定義を、ど
のように万葉研究は取り込んでいったの
か。近代万葉研究のパラダイムシフトに
ついて論じた研究発表。

山上憶良の子等を思う歌の分析を通じ、
憶良が仏説を否定しながら子どもへの愛
を論ずることの意義を考えた論考。

②模擬授業の中の万葉集―〈授
業芸〉の誕生―

②万葉集で親しむ大和ごころ

③万葉手帳

戦後古代史を総括するシンポジウム。古
代王権の形成について論じられたシン
ポジウムの司会を担当した。

上記シンポジウムの第2回目。騎馬文化
の日本への伝来について論じられたシ
ンポジウムの司会を担当した。

上記シンポジウムの第3回目。律令国家
成立までの道程について論じられたシン
ポジウムの司会を担当した。

④「大伴の三津の浜松掻き掃き
て」再考―好去好来歌反歌の論
―

（学術論文）

⑤遊部の伝承をどう見るか―礼
制と化外・遺制の俗―

①近代の万葉集研究

近年関心が高まっている大和言葉につ
いて、その用法をわかりやすく書いた啓
発書。

③漢字を飼い慣らす知性――
日本的知識人の誕生

好去好来歌の反歌の解釈について、新
解を述べた論文。遣唐使の無事帰着
を、港の掃除をして待つ、という表現に
着目して、反歌のもつ意味を吟味した論
文。

「令集解」の注記によって復元される「遊
部」の伝承について、その注記の性格を
充分に勘案すべきことを提唱し、新解を
述べた論文。

（学会発表）

①「紐解き放けて立ち走りせむ」
再考―好去好来歌の笑い―

①古代史シンポジウム「発見・検
証　日本の古代」第1回「邪馬台
国とヤマト王権をどう考えるか」

③古代史シンポジウム「発見・検
証　日本の古代」第3回「ここまで
わかった日本の古代」

（その他）

②古代史シンポジウム「発見・検
証　日本の古代」第2回「騎馬文
化と前方後円墳の拡がり」


